
従来のライセンスモデルへのロールバック

次のシナリオでは、Cisco IOS XE 16.10.1aより前、つまり以前または従来のライセンスモデル
にロールバックできます。

•複数のユーザーが存在しており、ソフトウェアの実際のエンドユーザーが不明な場合。

•ライセンスおよびインベントリ管理ソリューションへのアクセスが制限されている場所に
ソフトウェアを導入する場合。

•シスコと Smart Call Home関係を確立することを選択しなかった場合。

•ロジスティクスのために、ユーザーとの Smart Call Home関係を維持できない場合。

Cisco IOS XE Everest 16.6リリースから Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.1a以降にアップグレード
し、ロールバックする場合は、ルータを 2回リロードしてライセンスを [Active, In-Use]の状態に
する必要があります。

（注）

図 1 :以前のリリースへのロールバック

以前のリリースにロールバックするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 license smart deregisterコマンドを実行して、CSSMからデバイスを登録解除します。
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ステップ 2 以前のリリースでデバイスをリロードします。

ステップ 3 必要に応じて、書き込みアクション（writememory）を実行します。これを行うには、write memoryコマン

ドを実行します。

ステップ 4 デバイスを再起動します。

注目

Cisco IOS XEリリース 16.10.1から以前のリリースにロールバックする場合は、ルータを 2回再起動して、
1回目と 2回目の間にメモリ書き込みを行う必要があります。

Cisco IOS XEリリース 16.10.1a以降から以前のリリースにデバイスをダウングレードすると、スマートラ
イセンスは従来のライセンスに移行されます。デバイス上のすべてのスマートライセンス情報が削除され

ます。デバイスを Cisco IOS XEリリース 16.10.1a以降に再びアップグレードする必要がある場合、デバイ
スがCSSMに再登録されるまではライセンスのステータスが評価モードのままになります。RTUライセン
スは評価モードになります。これらのライセンスは、制御対象機能とともに適用できません。この問題を

解決するには、Cisco TACに電話で連絡する必要があります。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。
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